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2位 アメリカ

輸出国ランキング
財務省貿易統計 2020/9

※確報値

詳細データは
ウェブから→

金額（千円） 数量（KG）占有率（％）

ステンレス鋼製ナッステンレス鋼製ナットト

1位 アメリカ

2位 中国

3位 タイ
71,740 31,134 22

72,069 29,986 21

117,490 61,706 45

リベッリベットト

1位 中国

2位 アメリカ

3位 タイ
49,668 30,738 13

60,997 40,332 18

93,385 65,925 29

鉄鋼製ナッ鉄鋼製ナットト

1位 中国

2位 アメリカ

3位 タイ
1,244,0031,515,614 26

ばね座金、止め座ばね座金、止め座金金

1位 中国

3位 タイ
16,800 15,458 22

25,679 21,121 30

301,731,9171,370,618

10603,773599,016

2646,936 18,282

緑化が進む和歌山工場

表彰状
り
、
社
員
や
来
客
者
に
配
布
し
て

い
る
。
ま
た
昨
年
３
月
に
は
地
域

の
名
所
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
新

た
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
２
０
０
本
を

植
樹
し
て
い
る
。

う
ち
３４
％
が
緑
地
と
な
っ
て
い

る
。
工
場
正
面
を
抜
け
た
左
側
に

は
松
竹
梅
を
植
栽
し
た
小
庭
が
あ

り
、
右
側
に
は
芝
生
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
敷

地
内
に
あ
る
果
樹
園
で
は
ミ
カ
ン

な
ど
数
種
の
柑
橘
類
を
育
て
て
お

（
同
）
に
お
け
る
工
場
緑
化
の
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

和
歌
山
県
の
企
業
が
受
賞
す
る
の

は
お
よ
そ
１３
年
ぶ
り
。
関
係
者
は

「
１０
年
前
よ
り
少
し
ず
つ
土
地
の

整
備
及
び
緑
化
を
進
め
て
き
た
。

従
業
員
を
は
じ
め
多
く
の
方
が
関

「
全
国
み
ど
り
の
工
場
大
賞
」

は
工
場
緑
化
に
関
す
る
意
識
の
向

上
や
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理

解
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
緑
化
の
取
り
組
み
等
が
優
れ

て
い
る
工
場
を
表
彰
す
る
顕
彰
制

紀
州
フ
ァ
ス
ナ
ー
工
業
㈱
（
和

歌
山
県
御
坊
市
、
中
江
良
一
社

長
）
は
、
こ
の
度
経
産
省
に
よ
る

「
２
０
２
０
年
度
全
国
み
ど
り
の

工
場
大
賞
」
に
お
い
て
日
本
緑
化

セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

戸津勝行社長（研究室で）

に
は
そ
れ
が
あ
と
１０
回
な
の

か
あ
と
１
万
回
な
の
か
を
判

別
で
き
な
い
。
イ
ン
タ
ト
ル

ク
は
締
結
方
向
の
推
力
を
使

わ
な
い
た
め
ビ
ッ
ト
の
消
耗

が
少
な
く
、
耐
久
テ
ス
ト
で

は
十
字
ね
じ
ビ
ッ
ト
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
結
果
が
出
て

お
り
、
一
定
の
回
数
で
交
換

と
い
う
数
値
制
御
を
可
能
に

し
た
。

「
ね
じ
締
め
の
デ
ジ
タ
ル

化
」
に
半
世
紀
前
か
ら
挑
み

続
け
て
き
た
戸
津
社
長
は
、

自
動
化
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
が
進
み

出
し
た
世
界
に
つ
い
て
「
よ

う
や
く
時
代
が
来
た
」
と
意

気
込
む
。
旋
盤
や
試
験
機
が

並
ぶ
研
究
室
で
開
発
に
打
ち

込
む
作
業
着
の
背
中
が
物
語

っ
て
い
た
。
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
―
―
だ
と
。

▼
戸
津
勝
行
社
長
＝
１
９
４

０
年
７
月
４
日
生
ま
れ
。
１

９
７
０
年
３
月
に
㈱
ハ
イ
オ

ス
を
設
立
。
２
０
０
７
年
の

黄
綬
褒
章
は
じ
め
、
千
葉
県

知
事
賞
や
発
明
大
賞
な
ど
受

賞
歴
多
数
。
発
明
は
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
言
え
る
程
で
国
内

外
の
特
許
申
請
は
３
０
０

件
、
知
的
所
有
権
は
１
５
０

０
件
に
上
る
。

る
。こ

れ
ら
、
ね
じ
、
ビ
ッ
ト
、

ド
ラ
イ
バ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

組
み
合
わ
せ
た
締
結
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
生
ま

れ
る
コ
ス
ト
削
減
効
果
は

「
ね
じ
１
本
の
単
価
を
必
死

に
下
げ
た
効
果
と
は
桁
違
い

だ
」
と
戸
津
社
長
は
強
調
す

る
。自

動
化
に
よ
る
人
員
の
削

減
は
勿
論
、
多
関
節
の
小
型

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
よ
る

ラ
イ
ン
設
計
の
簡
素
化
や
工

場
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
、
こ
れ

に
加
え
チ
ョ
コ
停
に
よ
る

度
々
の
ラ
イ
ン
ス
ト
ッ
プ
を

防
止
で
き
る
こ
と
な
ど
を
含

め
る
と
、
そ
の
効
果
は
莫
大

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
元
を
辿

れ
ば「
ね
じ
を
替
え
た
だ
け
」

な
の
に
だ
。
戸
津
社
長
は
こ

の
こ
と
か
ら
「
技
術
を
合
理

化
す
れ
ば
、
ね
じ
は
コ
ス
ト

で
は
な
く
、
大
き
な
付
加
価

値
を
見
出
せ
る
」
と
話
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
は
１
本
の
ビ

ッ
ト
に
も
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
ビ
ッ
ト
の
寿
命
が

い
つ
な
の
か
が
不
確
定
で
あ

る
こ
と
や
摩
耗
に
よ
っ
て
生

じ
る
チ
ョ
コ
停
は
自
動
化
を

図
る
上
で
大
き
な
壁
だ
っ

た
。
ビ
ッ
ト
寿
命
は
一
般
的

回
転
方
向
の
み
の
力
で
締

め
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
推
力
を
必
要
と
せ
ず
ロ

ボ
ッ
ト
を
小
型
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
嵌
合
性
・
安
定

性
に
優
れ
た
ス
ー
パ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
持
つ
ビ
ッ
ト
は
真
横

に
し
て
も
ね
じ
を
落
下
さ
せ

る
こ
と
な
く
チ
ョ
コ
停
を
防

ぐ
。
そ
し
て
最
新
の
電
動
ド

ラ
イ
バ
ー
「
熟
練
工
」
（
Ｂ

Ｌ
Ｇ
―
Ｂ
Ｃ
２
シ
リ
ー
ズ
）

が
締
結
デ
ー
タ
を
サ
ー
バ
ー

に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
送
信
。

ね
じ
締
め
作
業
の
１
本
１
本

の
履
歴
を
残
し
て
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
を
可
能
に
し
て
い

「
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
」
オ
レ
ン
ジ
の

ド
ラ
イ
バ
ー
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

自
動
化
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
今
、
戸
津
社

長
の
「
ね
じ
締
め
の
デ
ジ
タ

ル
化
」
の
考
え
を
集
約
し
た

締
結
シ
ス
テ
ム
が
、
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
作
業
を
可
能

に
し
た
「
イ
ン
タ
ト
ル
ク
」

だ
。イ

ン
タ
ト
ル
ク
は
カ
ム
ア

ウ
ト
を
防
ぐ
ヘ
ク
サ
ロ
ビ
ュ

ラ
の
リ
セ
ス
に
、
ビ
ッ
ト
側

に
あ
る
ス
ー
パ
ー
ポ
イ
ン
ト

と
呼
ば
れ
る
、
ビ
ッ
ト
先
端

部
を
ね
じ
中
心
部
に
確
実
に

誘
導
し
て
、
さ
ら
に
ぐ
ら
つ

き
を
防
止
す
る
（
ガ
イ
ド
＆

ロ
ッ
ク
機
能
）
凸
部
を
差
し

込
む
ガ
イ
ド
を
持
つ
フ
ァ
ス

ナ
ー
。

い
う
言
葉
は
音
響
機
器
の
世

界
で
し
か
聞
か
な
か
っ
た
と

思
う
。
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
り
ト
ル
ク
値
な
ど
の
デ
ー

タ
を
メ
ー
カ
ー
は
図
面
に
指

定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
戸
津
社
長
は
話
す
。

「
ト
ツ
ね
じ
」
や
、
そ
の

後
開
発
さ
れ
る
カ
ム
ア
ウ
ト

を
改
善
す
る
「
ト
ツ
プ
ラ
ね

じ
」
、
専
用
ビ
ッ
ト
、
ま
た

そ
れ
を
締
め
付
け
る
電
動
ド

ラ
イ
バ
ー
を
組
み
合
わ
せ
た

シ
ス
テ
ム
は
、
時
計
か
ら
電

機
、
自
動
車
、
ま
た
ゲ
ー
ム

機
メ
ー
カ
ー
な
ど
世
界
に
名

だ
た
る
国
内
の
大
手
メ
ー
カ

ー
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
現
在

も
各
社
の
組
立
ラ
イ
ン
で

「
ト
ツ
ね
じ
」
と
、
こ
れ
ま

で
主
流
だ
っ
た
空
圧
式
に
替

わ
る
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
を
開

発
し
て
、
同
社
の
前
身
と
な

る
戸
津
研
究
所
を
設
立
。
世

界
に
先
駆
け
て
開
発
さ
れ
た

電
流
制
御
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
ね
じ
締
め
を
曖
昧
な
人

の
感
覚
か
ら
、
工
業
製
品
を

量
産
す
る
た
め
の
数
値
（
デ

ジ
タ
ル
）
に
基
づ
く
精
密
な

作
業
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
た
。

「
当
時
〝
デ
ジ
タ
ル
〟
と

の
自
動
化
に
対
す
る
飽
く
な

き
ね
じ
へ
の
挑
戦
も
そ
れ
を

見
て
い
る
よ
う
だ
。

１
９
６
８
年
に
マ
イ
ナ
ス

ね
じ
に
ガ
イ
ド
を
設
け
た

て
い
る
。
ね
じ
締
め
の
一
連

の
動
作
は
一
見
単
純
な
動
き

に
見
え
る
が
「
様
々
な
技
術

が
集
ま
っ
て
で
き
る
ド
ラ

マ
」
だ
と
言
う
。
戸
津
社
長

ね
じ
バ
カ
お
や
じ
―
―
。

戸
津
社
長
が
自
身
を
そ
う
称

す
る
言
葉
の
奥
に
は
、
誰
よ

り
も
ね
じ
と
ね
じ
締
め
を
追

い
求
め
て
き
た
自
負
が
隠
れ

小型協働ロボットによる締結システム

㈱
ハ
イ
オ
ス
（
東
京
都
墨
田
区
、
戸
津
勝
行
社
長
）
は
、
今
年
で
設
立
５０

周
年
を
迎
え
た
。
自
動
化
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
を
迎
え
て
、
戸
津
社
長
が
半
世
紀
追

求
し
て
き
た
「
ね
じ
締
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
が
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
。

インタトルク

の
大
画
面
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
を
搭
載
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク

や
営
業
現
場
な
ど
の
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ン
で
便
利
に
活
用
で

き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
「
Ｓ
Ｈ
―

Ｔ
０１
」
を
法
人
向
け
に
発
売

す
る
。
同
機
は
、
約
１０
・
１

イ
ン
チ
Ｗ
Ｕ
Ｘ
Ｇ
Ａ
（
１
９

２
０
×
１
２
０
０
画
素
）
の

大
画
面
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

を
搭
載
。
映
像
や
文
書
な
ど

を
見
や
す
く
表
示
す
る
。
テ

レ
ワ
ー
ク
中
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

や
商
談
時
の
資
料
提
示
、
店

頭
で
の
商
品
説
明
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
用
途
で
便
利
に
活
用

で
き
る
。
防
水
・
防
塵
対
応

な
の
で
、
屋
外
環
境
で
も
安

心
し
て
使
用
で
き
る
。

Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
は
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
優
れ
た
「Q

u
alco

m
m
(R

)
S
n
ap

d
rag

o

n
(T

M
)6
6
5
m
o
b
ile

p
latfo

rm

」
、
メ
モ
リ
に

は
Ｒ
Ａ
Ｍ
４
Ｇ
Ｂ
／
Ｒ
Ｏ
Ｍ

６４
Ｇ
Ｂ
を
採
用
し
た
。

シ
ャ
ー
プ
㈱
（
大
阪
府
堺

市
）
は
、
約
１０
・
１
イ
ン
チ

・
２
％
増
だ
が
、
超
大
型
プ

レ
ス
は
９４
・
６
％
減
。
油
圧

プ
レ
ス
は
３
・
２
倍
増
だ
が
、

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
３１
・
９
％
減
、

自
動
化
安
全
装
置
も
２５
・
０

％
減
。
板
金
系
機
械
は
５０
・

０
億
円
、
前
年
同
月
比
２４
・

６
％
減
。
レ
ー
ザ
・
プ
ラ
ズ

マ
が
２３
・
２
％
減
、
プ
レ
ス

ブ
レ
ー
キ
２９
・
９
％
減
、
パ

ン
チ
ン
グ
も
１９
・
３
％
減
と

な
っ
た
。

国
内
は
６５
・
３
億
円
、
前

年
同
月
比
３４
・
９
％
減
。
一

般
機
械
は
３
・
５
％
増
、
電

機
も
２
・
４
％
増
だ
が
、
自

動
車
は
８５
・
４
％
減
、
金
属

製
品
製
造
業
８
・
３
％
減
、

鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
も
１７
・
３

％
減
と
な
っ
た
。

輸
出
は
４７
・
１
億
円
、
前

年
同
月
比
５３
・
０
％
減
。
欧

州
向
は
３１
・
７
％
増
だ
が
、

中
国
向
が
５１
・
３
％
減
、
北

米
向
７６
・
３
％
減
、
東
南
ア

ジ
ア
向
４６
・
１
％
減
、
韓
国

・
台
湾
向
２
・
４
％
減
、
イ

ン
ド
向
も
５３
・
５
％
減
と
な

っ
た
。

（
一
社
）
日
本
鍛
圧
機
械

工
業
会
が
発
表
し
た
鍛
圧
機

械
の
１０
月
の
受
注
総
合
計

は
、
１
７
０
・
０
億
円
、
前

年
同
月
比
３５
・
９
％
減
、
連

続
前
年
割
れ
も
２０
カ
月
と
な

っ
た
。

同
会
に
よ
る
と
国
内
外
共

に
大
型
設
備
投
資
案
件
は
低

調
で
、
回
復
の
兆
し
は
見
え

て
こ
な
い
と
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
収
束
は
見
通
せ
ず

経
済
回
復
の
不
透
明
感
が
続

い
て
い
る
が
、
自
動
車
販
売

が
中
国
で
は
前
年
超
え
、
欧

米
も
復
活
の
兆
し
が
あ
り
、

設
備
投
資
の
回
復
に
向
か
う

こ
と
を
期
待
す
る
と
し
た
。

プ
レ
ス
系
機
械
は
６２
・
５

億
円
、
前
年
同
月
比
５３
・
５

％
減
。
小
型
プ
レ
ス
は
９４
・

６
％
増
、
中
型
プ
レ
ス
も
２８

Ｓ
Ｈ
―
Ｔ
０１

鍛圧機械、３６％減に
１０月 一部機種で伸びも

法
人
向
け

タ
ブ
レ
ッ
ト

シ
ャ
ー
プ

見
え
て
き
た「
デ
ジ
タ
ル
化
」時
代

ハ イ オ ス

イ
ン
タ
ト
ル
ク
で
自
動
化
に
適
応

ねじ締め、追求の半世紀
〝
ね
じ
バ
カ
お
や
じ
〟戸
津
社
長
の
挑
戦

小
型
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載

度
。
同
賞
は
１
９

８
２
年
の
創
設
以

降
、
「
工
場
敷
地

の
緑
地
等
の
割
合

・
増
減
の
状
況
」

「
緑
地
等
の
種
類

や
景
観
の
状
況
」

な
ど
４
つ
の
視
点

か
ら
各
工
場
を
審

査
し
、
受
賞
工
場

を
決
定
し
て
い

る
。今

回
の
受
賞
に

あ
た
っ
て
は
同
社

の
和
歌
山
工
場

わ
っ
て
き
た
が
、
こ
う

し
て
取
り
組
み
を
認
め

て
い
た
だ
け
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。
労
働
環

境
の
観
点
か
ら
も
、
今

後
も
緑
化
を
通
じ
て
働

き
や
す
い
場
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
旨
話
し
て

い
る
。

同
社
和
歌
山
工
場
の

敷
地
面
積
は
８
万
５
９

７
３
平
方
㍍
で
、
こ
の
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紀州ファスナー工業

和
歌
山
県
で
は
13
年
ぶ
り
に


